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（注）　記載金額は千円未満の金額を切り捨てて表示しております。
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（注）　記載金額は千円未満の金額を切り捨てて表示しております。
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（単位：千円）

（注）　記載金額は千円未満の金額を切り捨てて表示しております。
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１.  この計算書類は、中小企業の会計に関する指針によって作成しています。

    (会計方針の変更)

   会計監査人非設置会社となったことにより、当事業年度から「中小企業の会計に関する指針」を

 適用しております。この変更による影響は軽微です。

２.  重要な会計方針に関する注記

　（1）固定資産の減価償却の方法

　　ア　有形固定資産（リース資産を除く。）

　　　定額法によっております。

　　　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

　　イ　リース資産

　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっております。

　（2）引当金の計上基準

ア　貸倒引当金

　　　

　　イ　賞与引当金

　　　

　　ウ　退職給付引当金

　　　

　 (3）収益及び費用の計上基準

　　施設の賃貸に係る収益は、主に長期賃貸による使用料であり、リース取引に関する会計基準に

  従い、賃貸借契約期間にわたり、収益を認識しております。

　　支援事業に係る収益は、主に事務受託料であり、事務受託契約に基づいて補助金申請等手続き

  を行う履行義務を負っております。当該事務受託契約は、一定の期間にわたり履行義務を充足す

  る取引であり、履行義務の充足の進捗度に応じて収益を認識しております。

３. 株主資本等変動計算書に関する注記

発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

発行済株式　　普通株式 株

自己株式　　  普通株式 株

51,665

7,863

性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

　一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき、当事

業年度末において発生していると認められる額を計上しております。

従業員賞与の支払に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

個別注記表



1． 固定資産の取得及び処分並びに減価償却費の明細

(注） １．減価償却累計額に含まれる減損損失累計額

有形固定資産 千円

　　　 2．当期増加額及び減少額の主な内容は次のとおりであります。

【増　加】

千円

千円

千円

千円

施設予約管理システム改修 千円

【減　少】

千円358

5,169

1,860

[ 構 築 物 ]

[工具器具備品]

[ソフトウエア]

2,457

－

1,220

40,977[ 建 物 ]

衛生設備工事（一部）

9,101

（無形固定資産）

7,575－

10,782

3,207

815,970

1,715一括償却資産

ソフトウェア 3,855 1,220 2,405

63

842,152

42,647

3,207

1,209,429

計

-

期末
取得原価

4,212,341

76,584

817,90768,328

4,381,358

44,865

減価償却
累計額

3,394,433

63,904

－

35,763

44,162

1,691

－ －

42,767720

49,811

－

76,414

4,800

－

2,535

[ 建 物 ]

6階～4階便所改修工事

期首
帳簿価額

（有形固定資産）

工具器具備品

区 分 及 び
資 産 の 種 類

12,161

840リース資産 －

建 物

構 築 物

794,100

当期
増加額

7,153 3,649

－建設仮勘定

2,210

－

12,680

421

120

3,855

リース資産 －－

仮設ケーブル敷設工事

2,227 -

－

－

計

吸収式冷温水機更新工事 25,100

共用部WIFI設備拡充工事 2,065

3,539,206

1,600 2,342

5,1692,535

1,637

（単位：千円）

附 属 明 細 書

－

1,310

5,612

-

から

まで2024 年 3 月 31 日

期末
帳簿価額

当期
償却額

当期
減少額

2023 年 4 月 1 日

358



２． 引当金の明細

３． 販売費及び一般管理費の明細

支 払 保 険 料 38

（単位：千円）

法 定 福 利 費

賞 与

金　　額

8,179

科　　目

10,014 4,253

1,4811,423 57

13,386

退職給付引当金

貸 倒 引 当 金

賞 与 引 当 金 2,171

-

1,739

期 首 残 高 当期増加額 当 期 減 少 額 期 末 残 高

2,171 1,739

299

2,831
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支 払 報 酬

雑 費

旅 費 交 通 費

会 議 費

退 職 給 付 費 用

諸 会 費

合　　　　計

消 耗 品 費

支 払 手 数 料

租 税 公 課

新 聞 図 書 費

少 額 備 品 費

事 務 用 品 費

通 信 費

給 与

役 員 報 酬

41,576

97

区　分

7,625

74

（注）本附属明細書中の記載金額は、千円未満の金額を切り捨てております。

6
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4,546
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272

摘　　要
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（単位：千円）

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 5,761
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水 道 光 熱 費

減 価 償 却 費

広 告 宣 伝 費
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521
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賃 借 料

研 修 費 87

59

184

地 代 家 賃

1,014

通 勤 交 通 費 188



監査役の監査報告書 謄本 

 

 

監査報告書 

 

私たち監査役は、2023年 4月 1日から 2024年 3月 31日までの第 33期事業年度における取

締役の職務執行を監査いたしました。その方法及び結果について以下のとおり報告いたしま

す。 

 

１．監査の方法及びその内容 

各監査役は、取締役及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努

めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行

状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財

産の状況を調査いたしました。また、取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確

保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施

行規則第 100 条第 1 項及び第 3 項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該

決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からそ

の構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明い

たしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について

検討いたしました。 

 さらに、会計帳簿及びこれらに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類（貸

借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について

検討いたしました。 

 

２．監査の結果 

(1) 事業報告等の監査結果 

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示している

ものと認めます。 

②取締役の職務の遂行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は

認められません。 

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内

部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘す

べき事項は認められません。 

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果 

計算書類及びその附属明細書は、会社の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適

正に表示しているものと認めます。 

 

2024年5月22日 

                                  株式会社エーリック  

                          監査役 藤 川 千 代  ㊞ 

                          監査役 渡 邊 憲 治  ㊞ 
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